
令和６年11月末日現在、長野労働局管内では交通労
働災害（交通事故）により、６名の方が亡くなられてい
ます。また、停車していた車両の逸走により、１名の方
が亡くなられています。
このような災害を根絶するために、自動車などの運転

業務に労働者を従事させる事業者は、交通労働災害防止
のためのガイドライン等の交通労働災害防止の取組を強
化するとともに、運転業務に従事する労働者は、交通法
規の遵守をはじめ、事業者の実施する取組に協力し、労
使一体となって推進しましょう。

１ 交通労働災害防止のための管理体制の確立（交通労働災害防止の
観点を含めた安全衛生方針の表明など）

２ 適正な労働時間等の管理、走行管理（必要な走行計画策定及び運
転業務従事者に対する適切な指示など）

３ 教育の実施（警察等からの交通安全情報等に基づく教育の実施など）
４ 交通労働災害防止に対する意識の高揚（交通安全に係るポスター
又は標語の募集及び掲示など）

５ 荷主・元請事業者による配慮（荷主及び運送業の元請の事業者は、
実際に荷を運搬する事業者と協働して取り組むよう努めるなど）

６ 健康管理（健康診断等で所見が認められた運転者に対しては、適切な
就業上の措置を講じることなど）

STOP︕交通労働災害
～事業者をはじめ、自動車などの運転業務に従事している労働者の皆さまへ～

発生月 事業の種類 起因物 交通労働災害の概要

１ ２月 道路貨物運送業 トラック

荷下ろしを行ってから所属事業場へ帰るため大型貨物自動車を運転して、高
速道路を走行していたところ、走行車線に停車していた大型貨物自動車（トレー
ラーダンプ）に追突した。

２ ３月 その他の建設業
乗用車、バ
ス、バイク

工事現場に向かうため、軽自動車で高速道路走行中、走行車線上に停止して
いた大型貨物自動車に追突した。

３ ７月 警備業
乗用車、バ
ス、バイク

軽貨物車で現場に向かっていたところ、センターラインを逸脱した対向車が正
面衝突し、軽貨物車の助手席に同乗していた被災者が死亡、軽貨物車を運転し
ていた労働者も重傷を負った。

４ ７月 建築工事業 トラック
堤防道路において、被災者が運転していた大型ダンプトラックが道路外にはみ
出し、横転した。

５ 10月 建築工事業 トラック
現場へ向かうため同乗していたトラックが、対向車のトラックと正面衝突し、同
乗者が死亡した。

６ 10月 建築工事業 トラック 上記５の被災者と同じトラックに乗車していた。

発生月 事業の種類 起因物 車両の逸走による労働災害の概要

１ １月 清掃・と畜業 トラック
パッカー車に段ボールを積み込んでいたところ、当該車両が逸走したため、被
災者は車両を止めようとしたが、当該車両に轢かれた。

「職場のあんぜんサイト」より

交通労働災害防止のためのガイドライン（平成30年６月改正）

長野労働局 労働基準部 健康安全課・各労働基準監督署

交通労働災害を
防止するために

（厚生労働省ホームページ）

Check!

～安心して働ける信州のために～
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基本的な交通事故防止対策

車両の逸走防止対策

１ 速度抑制、的確な運転操作を心掛け、交差点やカーブの手前等では、十分に減
速しましょう。

２ 運転中は運転に集中し、スマートフォン等を見ながらの「ながら運転」や「脇
見運転」は禁止です。

３ 運転開始前の体調を確認し、体調不良の場合は運転をさせない、しないように
しましょう。また、長時間の運転等により疲れを感じる前に休憩をとるなどし
ましょう。

４ 夜間運転時は、特に次の事項に留意しましょう。
・運転時は運転に集中して、慎重な運転を心掛けましょう。
・夕暮れ時は早めのライト点灯をしましょう。
・先行車や対向車がいないときはハイビームを活用しましょう。
・運転により集中し、歩行者の有無や道路状況をしっかり確認しましょう。

１ 車両は斜面ではなく、平坦な場所に停車しましょう。
２ 平坦な場所への停車ができない場合、特に次の措置を確実
に講じましょう。
・エンジンを停止させ、タイヤには輪止め（車止め）を設
置しましょう。
・車両から離れるときは、サイドブレーキを確実にかけ、
マニュアル車では、ギアを入れ（平地や下り坂︓バック、
上り坂︓ロー（１速））、オートマ車では、チェンジレバ
ーを P に入れましょう。

３ 万が一車両が逸走したときは、無理に止めようとせず、周
囲の人に危険を知らせましょう。

長野県交通安全スローガン

～ 信濃路は みんなの笑顔 つなぐ道 ～

長野県の交通安全はこちら
（長野県ホームページ）

Check!

「職場のあんぜんサイト」より

高年齢労働者の自動車運転対策
１ 高年齢者の健康や体力の状況に応じた以下の措置を講じま
しょう。
・長時間運転、深夜や早朝時間帯の運転を避けましょう。
・大雨や大雪等の悪天候時の運転を避けましょう。
・運転適性検査を定期的に実施しましょう。

２ 睡眠不足、飲酒や服薬等による運転の影響のほか、長年の
運転の慣れ、過信による安全確認不十分や運転操作誤りと
ならないように交通安全教育を定期的に実施しましょう。

Check!

高年齢労働者の
安全衛生対策

（厚生労働省ホームページ）

職場のあんぜん
サイト

Check!

長野県では、交通安全諸対策を推進しています。


